
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
五
十
一
回
）

「遣け
ん

新
羅
使

し

ら

ぎ

し

と
万
葉
集
～
そ
の
６
～

」

～
分
間

わ
く

ま

の
浦う

ら

の
歌
～

・
天
平
八
（
七
三
六
年
）
晩
夏
六
月
に
遣
新
羅
使
一
行
は
筑
紫
を
経
て
新
羅
を
目
指
し

難
波
津
を
出
航
し
た
。
最
初
の
航
路
で
あ
る
瀬
戸
内
海
は
潮

汐

ち
ょ
う
せ
き

の
干
満
差
が
大
き

く
、
狭
い
水
道
や
瀬
戸
等
が
多
く
地
形
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
港
な
ど

で
潮
待
ち
、
風
待
ち
な
ど
を
し
て
航
海
し
て
い
る
様
子
が
万
葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

・
遣
新
羅
使
一
行
の
旅
は
本
シ
リ
ー
ズ
の
前
回
（
第
五
十
回
）
に
掲
載
し
た
熊
毛

く

ま

げ

の
浦

（
室
津
半
島
＝
山
口
県
柳
井
市
付
近
）
ま
で
は
使
人
た
ち
の
歌
か
ら
推
し
て
平
穏
な

旅
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

・「
万
葉
風
土
記
」
に
は
古
代
に
使
用
し
て
い
た
木
造
（
帆
）
船
で
海
を
航
行
す
る
秘

訣
に
つ
い
て
「
帆
船
で
海
を
安
全
に
航
行
す
る
に
は
、
潮
の
流
れ
と
風
を
上
手
く
利

用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
潮
の
流
れ
は
時
間
と
方
向
が
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
わ
き

ま
え
て
お
れ
ば
、
目
に
見
え
ぬ
潮
流
は
常
に
帆
船
の
友
で
あ
り
協
力
者
で
あ
る
。
一

方
、
風
は
静
か
な
追
い
風
で
あ
れ
ば
潮
流
に
ま
さ
る
最
強
の
友
人
で
あ
る
が
、
強
い

横
風
と
暴
風
は
帆
船
に
と
っ
て
悪
魔
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
」
と
記
し
て
い

る
。

・
現
に
瀬
戸
内
海
を
西
航
し
筑
紫
に
向
か
っ
て
い
た
遣
新
羅
使
一
行
の
最
初
の
不
運
は

山
口
県
の
「
熊
毛
の
浦
」
を
出
航
し
て
間
も
な
く
佐さ

婆ば

の
海
中

わ
た
な
か

（
現
防
府
市
沖
合
・
周



防
灘
の
海
上
）
に
差
し
掛
か
っ
た
時
に
逆
風
に
遭
い
漂
流
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

・
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
万
葉
集
巻
十
五
―
３
６
４
４
～
３
６
５
１
の
題
詞
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
る
。

「
佐さ

婆ば

の
海
中

わ
た
な
か

で
逆
風
に
遭
い
、
大
波
に
も
ま
れ
て
船
団
は
漂
流
し
、
一
夜
を
す
ご
し

た
後
、
幸
い
に
順
風
を
得
て

豊

前

と
よ
く
に
の
み
ち

国
の
く
ち

下

毛

郡

し
も
の
み
け
の
こ
ほ
り

の
分
間

わ

く

ま

の
浦
に
到
着
し
た
。
」
と

あ
る
。

・
題
詞
に
あ
る
「
佐
婆
の
海
中

わ
た
な
か

（
＝
海
上
）
は
九
州
の
入
口
に
あ
る
門
司
港
か
ら
約
５

０
キ
ロ
東
に
離
れ
た
山
口
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
防
府
市
の
南
沖
合
付
近
の
、
周

防
灘
（
山
口
・
福
岡
・
大
分
県
の
３
県
に
ま
た
が
る
瀬
戸
内
海
最
西
部
の
海
域
）
の
一

部
を
指
す
。」

・
ま
た
、
新
羅
使
船
団
が
漂
流
し
到
着
し
た
「
豊
前
国
下
毛
郡
の
分
間
の
浦
」
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
大
分
県
中
津
市
（
教
育
委
員
会
）
に
よ
る
と
、
今
ま
で
の
調
査
な
ど
の

結
果
、
近
世
の
干
拓
に
よ
っ
て
土
地
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
一
行
が
逆
風
に

遭
っ
た
佐
婆
の
海
中
か
ら
約
５
０
キ
ロ
離
れ
た
周
防
灘
南
西
岸
に
あ
る
大
分
県
の
北

西
端
で
福
岡
県
と
の
境
界
に
位
置
す
る
中
津
市
の
市
街
地
か
ら
さ
ら
に
東
方
に
４
キ

ロ
程
離
れ
た
周
防
灘
に
面
す
る
「
大
分
県
中
津
市
田
尻
字
西
新
開
」
あ
た
り
の
田
園
地

帯
に
推
定
さ
れ
る
と
の
説
が
あ
り
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
西
新
開
は
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
東

中
津
駅
の
北
方
約
二
キ
ロ
の
周
防
灘
に
面
す
る
中
津
港
付
近
に
位
置
す
る
。



（
写
生
地
）
付
近
に
「
分
間
の
浦
」
が
位
置
し
た
と
の
説
が
あ
る
周
防
灘
に
突
出
し
た

中
津
港
入
口
岸
壁
一
帯
と
背
景
に
大
分
県
北
東
部
に
そ
び
え
る
国
東
半
島
の
山
々
を

中
津
市
田
尻
の
周
防
灘
海
岸
道
路
か
ら
を
描
く
。
（
杏
花
）

・
佐
々
木
均
太
郎
著
「
二
豊
路
・
万
葉
を
た
ず
ね
て
」
に
は
遣
新
羅
使
・
一
行
は
漂
着

し
た
「
分
間
の
浦
」
で
船
の
故
障
や
使
人
た
ち
の
心
の
痛
み
を
た
て
な
お
す
た
め
１

０
日
間
く
ら
い
を
過
ご
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
記
さ
れ
る

・
万
葉
集
に
は
、
分
間
の
浦
に
停
泊
し
た
時
に
漂
流
し
て
苦
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
だ

し
て
嘆
き
悲
し
ん
で
作
ら
れ
た
歌
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。



１
）大
君
の
命

恐

み
こ
と
か
し
こ

み

大
船

お
ほ
ぶ
ね

の

行ゆ

き
の
ま
に
ま
に

宿や
ど

り
す
る
か
も
」 

 
 
 

巻
十
五
―
３
６
４
４

作
者
・
雪
宅
磨

ゆ
き
の
や
く
ま

呂ろ

（
解
説
）

大
君
の
仰
せ
を
謹
ん
で
承
り
、
大
船
の
い
く
ま
ま
に
や
っ
て
来
て
、
こ
こ

に
や
ど
る
こ
と
で
あ
る
。

・「
大
君
の
命
恐
み
」
と
い
う
の
は
、
大
君
の
仰
せ
を
か
し
こ
ま
り
承
っ
て
。

２
）
浦
廻

う

ら

み

よ
り

漕こ

ぎ
来こ

し
船
を

風
早
み

沖
つ
御
浦

み
う

ら

に

宿
り
す
る

か
も 

 
 

 
 
 

巻
十
五
―
３
６
４
６

使
人

(

解
説)

浦
辺
伝
い
に
漕
い
で
来
た
船
だ
が
風
が
荒
く
て
沖
合
い
の
浦
で
仮
寝
す
る
こ

と
だ
。

（
参
考
文
献
）
猪
俣
静
弥
著
「
万
葉
風
土
記
」
日
本
古
典
文
学
「
万
葉
集
」
林
田
正
男
著
「
万
葉
の
歌
」
他

（
写
生
地
）
中
津
港
に
続
く
海
岸
か
ら
２
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
中
津
市
田
尻
地
区
に
鎮

座
す
る
賀
茂
神
社
境
内
か
ら
古
代
の
「
分
間
の
浜
」
で
あ
っ
た
地
と
伝
え
ら
れ
る
近

年
、
干
拓
さ
れ
た
田
園
と
松
林
。
遠
方
に
国
東
半
島
の
山
々
を
描
く
。
（
杏
花
）



（
位
置
図
）


